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となるoLかLGがp,A, - けの関数で表わされるのはp-許 p-器 が逆に
解けるときだけである｡ そのときには
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7n'pL Pi,+Kp- 0 (8)
が得られる｡(8)は(2)に対応する方程式である,


























上の積分因子はdamping factorに関係 したものとして首肯できる｡ ところが積分因

















は ダニ与 なる変換で(1)に帰着 されるo
Riccati方程式はRiccati変換で線形化される｡(1)に帰着されるものとして定数係数
を考える｡





























x+ C+kx+K x 2●
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